
vol.

02









各研究グループの紹介 各研究グループの紹介

国際交流の成果

8 Newsletter vol.02 9Newsletter vol.02

線条体におけるカルシウム振動の描出と生理学的意義の解明

慶應義塾大学医学部 
精神・神経科学教室　
田中　謙二

ファイバーフォトメトリ-と呼ばれる手法を用いて、マウス脳深部の特定細胞集団の活動を記録します。目的
指向型行動において線条体投射神経内カルシウム濃度が振動しますが、これがどのような入力によって支
配されるのか明らかにし、この振動現象の摂動からその生理的意義を明らかにします。

新しい技術によって観察される結果を解釈することは容易ではありません。本領域には信号解析のプロが
集うので、すこしでも多くの情報を吸収して、結果の解釈に役立てたいと思います。一方で、私の得意とする
mouse geneticsで班員の研究をサポートできたら幸いです。

慶應義塾大学医学部 精神・神経科学教室　田中　謙二

研究紹介

抱負

デフォルトモードネットワークの動作原理と機能解明

理化学研究所
ライフサイエンス技術基盤
研究センター　
林　拓也

私どものラボではこれまでに高分解能・高性能のMRI画像収集・解析技術の開発を進めてきており高感
度・高精度でネットワークを抽出することに成功しました。本研究課題ではヒトから動物に共通して存在す
る脳ネットワークの同定をすすめオシレーション活動としての脳ネットワークの生理学的意義の解明に挑
戦したいと思います。

今後の5年間においてマカクサル、マーモセットそれぞれの種固有の自発的脳ネットワーク活動の時間的
空間的分布を確定したいと考えています。また種毎に確定したネットワーク分布から個体毎のネットワー
クの特性を検出・同定し個体行動の個体差や神経伝達物質機能、適応性や社会性との関わりについて明
らかにしたいと思います。

理化学研究所ライフサイエンス技術基盤研究センター　林　拓也

研究紹介

抱負

グリア細胞による神経系発振ステート制御機構の解明

東北大学大学院医学系研究科
新医学領域創生分野　
松井　広

グリア細胞の活動を光で操作すると、グリアに本来備わっている、神経信号を増幅／抑制する作用が惹起
されます。そこで、これを、神経発振ステートを遷移させるツールとして使い、てんかん発振を制御する方法
を開発します。また、生来の発振現象を変化させると、どのような影響が脳機能に及ぶか調べていきたいと
思います。

ポスドク研究員と大学院生に恵まれ、総勢7名の小さな研究室ながら、充実した研究生活を送っています。
今後も、少数精鋭のラボ運営をし、大学院生のコンスタントなフローを得て、先輩が後輩を教えながら、技
術の継承もできる体制を築き、脳を占める異なるネットワーク間の緩やかな連携を明らかにしていきたい
と思います。

東北大学大学院・医学系研究科・新医学領域創生分野　松井　広

研究紹介

抱負

エディンバラ大学　哲学･心理学･言語科学研究科

訪問先機関のRobert Logie教授らの開発した心理学的実験手法であるEdinburgh Virtual Errand Test(EVET)を用いた共
同研究計画について、同教授らと詳細な議論を行った。EVETは3Dの仮想空間上で、新聞などのオブジェクトを部屋に届ける・特
定の部屋で機器を動作させるといった日常的に行うような用事(errands)を実行させる課題である。日常生活において我々はこの
ような複数の課題を順番に効率よく遂行することが可能である。しかし前頭葉内側（特にBrodmann10野周辺）を損傷した患者
群ではこのような複数課題の実行が著しく難しくなることが知られており、当該領域とマルチタスク(複数課題遂行)能力との関係
が議論されている。報告者とLogie教授はまず健常群において前頭葉内側の活動と日常的複数課題の遂行成績との関係を確か
めることを考え、経頭蓋直流電流刺激法(tDCS)を用いてこの領域の活動を促進･抑制したうえで、その効果をEVET遂行成績に
おいて検討することを計画している。これまでにLogie教授らとの議論を元にEVET日本語版を完成させており、今後も本交流で
確立された連携体制を保ちつつ本研究計画をさらに進展させたいと考えている

総括班：京都大学医学研究科附属脳機能総合研究センター　石橋　遼

国際交流の成果

Reports
� 2015/8/9–2015/8/31

カルロ・ベスタ神経学研究所（イタリア）/ Universitatsklinikum Freiburg（ドイツ）

ミラノにあるカルロ・ベスタ神経学研究所のMarco de Curtis先生の研究室を訪問した。研究施設・病院を見学し、研究スタッフ
からそれぞれの研究内容の説明を受けた。同研究室は、てんかんモデル動物を用いて、てんかん発作の起始・停止機構、てんかん
発作による脳組織への影響に関する研究を精力的に継続している。局所フィールド電位の記録解析を含めた電気生理学的手法
を主に用いるなど、我々がヒトてんかん患者で行っている広域周波数帯域脳波解析と共通する点も多く、てんかん発作発現に関
連した振動現象の出現様式について、双方の研究内容を提示して意見交換を行い、今後の研究協力について討議した。次いで、ド
イツ・フライブルクに移動し、'2nd International Workshop on High Frequency Oscillation'に参加した。てんかん分野の
高周波振動（HFO）についての主立った研究者達が一堂に会した３日間のワークショップで、HFOの研究の現状を包括的に確認
し、意見交換することができた。ここでの意見交換によって代表的なHFO研究者のひとりであるLe Van Quyen先生の日本への
招聘、共同研究関係の構築へとつなげることができた。

A03班： 京都大学医学研究科呼吸管理睡眠制御学講座　井内　盛遠

国際交流の成果

� 2016/3/6 – 2016/3/14
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Cleveland Clinic Epilepsy Center （米国）

国際交流の成果：私は、1) 難治てんかん患者での新たな脳活動計測方法である定位的深部脳波（stereoelectroencephalog-
raphy: SEEG）の適応、手技、記録法、評価法の修得、及び2) SEEGで記録されるヒト脳発振現象に関する共同研究の可能性に
ついての意見交換、のため海外渡航をさせて頂きました。渡航先は年間50例以上のSEEG留置患者があり、2週間の渡航期間中
5例のSEEG植え込み手術に立ち会い、手技を直に見学をしました。SEEGは通常各患者1-2週間の記録がされますが、病室での
機器の設定や患者のケアを含めて記録法を包括的に修得できました。記録される発作時および発作間欠期脳波も渡航先医師と
一緒に判読し、また脳機能マッピングなど、局所およびネットワークとしての正常・てんかん性脳活動の記録・検査に参加しました。
SEEGの適応検討やその留置患者での検査結果供覧・治療方針検討のカンファレンスにも連日出席し、その評価法を一部修得で
きました。SEEGで記録されるヒト脳発振現象に関する共同研究の可能性についても、leading physician scientistsと意見交
換できましたので、今後オシロロジーの活動発展とヒト脳発振現象に関する研究発展に少しでも貢献できるよう努めます。渡航に
際して多大な助成頂きましたオシロロジーの皆様、また今回の出張でSEEGに関して多大なご指導を頂いたCleveland Clinic 
Epilepsy CenterのImad M. Najm先生、Dileep R. Nair先生、Patrick Chauvel先生、Jorge Alvaro Gonzalez-Martinez
先生、Juan Bulacio先生、をはじめ多くの先生方にこの場をお借りして深謝致します。 

A03班：京都大学大学院医学研究科臨床神経学　小林　勝哉

国際交流の成果

Reports
� 2016/1/4 – 2016/1/17

Central Institute of Mental Health (ZI) / University of Heidelberg　（ドイツ）

国際交流の成果：派遣先の精神衛生中央研究所（ZI）はドイツ南西部に位置する。正直に述べると渡航前はZIについてほとんど知
らなかった。実際に訪問してみるとZIは300床の臨床棟を持ち、9.4 Tの小動物（マウスやラット）用MRIを所有する橋渡し研究の
中心地の一つであった。ZIでは二人の先生が小動物MRI研究を率いている。MRI物理学者であり部門長であるWeber-Fahr博士
と、物理学の修得後に精神科医となったSartorius教授である。筆者らが滞在した二日間、両先生には午前の議論から始まって昼
食から夕食までおもてなし頂いて議論し、共同研究の糸口をつかめた。こちらも未発表の研究を赤裸々に問うた。その一つとして当
時未発表だった「覚醒マウスを用いたMRI撮像手法」（Yoshida et al., J. Neurosci. Methods 2016）を紹介した。一般的に、
ヒトMRI撮像は覚醒下にもかからわず、小動物MRI撮像は麻酔下で行われている。筆者らは覚醒計測のための器材を持ち込んで
先方のMRIで撮像してもらい好評を博した。今回の訪問で筆者は喋るネタを全て吐き出してきた。新たな研究成果を積み重ね、ま
たZIを訪問したい。今回の機会を下さったオシロロジー領域の先生方に感謝申し上げます。

A05班： 慶応義塾大学医学部　高田　則雄

国際交流の成果

�2016/9/4 ‒ 2016/9/8

第２回領域会議を開催

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXX

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

プログラム Program

日時 : 平成 2８年 6月 27日～28日　場所：シャトレーゼ　ガトーキングダム　サッポロ（北海道札幌市）

領域代表　南部　篤
（自然科学研究機構生理学研究所）

概括と注意事項

学術調査官　臼井　健郎
公募班への説明

休憩

津田 一郎　(公募班）
（東京大学・先端科学技術研究センター）

聴知覚を生み出す視床・聴覚野システムの発振現象と
情報流

13:10-13:30

14:10-14:50

13:45-14:00

13:45-14:00 

１
DAY

1日目 (6月27日)
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公募班の研究紹介1
A02

10:00-11:30

座長：南部 篤
（自然科学研究機構生理学研究所・生体システム研究部門）

ポスターセッション＆ワークショップ
14:15-17:45

ワークショップ座長：美馬 達哉
（立命館大学・先端総合学術研究科）

C0２
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